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第　 1　問

tを 0 < t < 1を満たす実数とする。三角形OABにおいて，辺OAの中点を C，辺OB

を t : (1− t)に内分する点を Dとし，線分 BCと線分 ADの交点を Pとする。以下の問
いに答えよ。

(1)
−→
OA =

−→
a，−→

OB =
−→
b とする。−→

OPを −→
a と −→

b と tを用いて表せ。

(2)
−→
OA = 1， −→

OB = 2，−→
OA ·

−→
OB = 1

2
とする。 −→

OP ≦ 1を満たす tの値の範囲
を求めよ。

— 2 — 岡山大学（文系）　 2026 年



第　 2　問

座標平面上を繰り返し運動する点 Pについて考える。点 Pは，はじめに原点 O(0, 0)

にあるとする。点 Pは 1回の運動で以下の確率に従って「移動する」または「移動しな
い」ものとする。

点 Pが座標 (x, y)の位置にあるとき，

(a) 移動しない確率は 4
9

(b) (x+ 1, y)，(x− 1, y)，(x, y + 1)，(x, y − 1)に移動する確率はそれぞれ 1
9

(c) (x+ 1, y + 1)，(x− 1, y + 1)，(x+ 1, y − 1)，(x− 1, y − 1) に移動する
確率はそれぞれ 1

36

この運動を繰り返す。正の整数 n に対して n 回運動後の点 P の座標を (xn, yn) とお
く。以下の問いに答えよ。

(1) x1 = 1かつ y1 = 1となる確率を求めよ。

(2) xn = nかつ yn = nとなる確率を求めよ。

(3) xn = nとなる確率を求めよ。

(4) xn = nまたは yn = nとなる確率を求めよ。
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第　 3　問

次の条件によって定められる数列 {an}を考える。 a1 = 1
a2 = 5
an+2 = 5an+1 − 4an (n = 1, 2, 3, · · · · · · )

以下の問いに答えよ。

(1) bn = an+1 − an（n = 1, 2, 3, · · · · · ·）によって数列 {bn}を定めるとき，その一
般項を求めよ。

(2) 数列 {an}の一般項を求めよ。

(3) Tn =
n∑

k=1

kak（n = 1, 2, 3, · · · · · ·）とするとき Tn を求めよ。
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第　 4　問

座標平面上に円 C と直線 Lがある。円 C は第 2象限の点 Pを中心とし，点 Q，Rを
通る。点 Qは第 1象限の点で，この点において円 C は直線 Lに接する。円 C は点 Rに
おいて x軸に接する。さらに，三角形 PQRは正三角形である。以下の問いに答えよ。

(1) 直線 PQの傾きと直線 Lの傾きを求めよ。

(2) 点 Qが放物線 F : y = x2 上にあり，この点で F と直線 Lが接するとき，点 Pの
座標を求めよ。

(3) (2)のときに，直線 PQと放物線 F で囲まれる部分の面積を求めよ。
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